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こんにちは！「あいさつ」から広がる友愛活動

 

　

西
宮
市
東
部
総
合

処
理
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ

焼
却
施
設
を
見
学
。
設

備
の
運
転
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
自
動
制
御

に
よ
り
省
力
化
さ
れ
、
一
日
１
４
０
ｔ

の
大
量
の
ゴ
ミ
を
焼
却
。
▼
ゴ
ミ
焼
却

に
よ
っ
て
発
生
す
る
焼
却
熱
を
利
用
し

発
電
、
そ
の
電
気
を
処
理
セ
ン
タ
ー
で

使
用
、
余
剰
電
力
を
電
気
事
業
者
に
売

電
。
▼
日
常
家
庭
か
ら
出
る
一
般
ゴ
ミ

の
減
量
に
如
何
に
取
り
組
む
か
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。
▼
そ
の
後
大
栄

環
境
プ
ラ
処
理
施
設
で
プ
ラ
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
の
再
利
用
の
分
別
の
様
子
を

見
学
、
如
何
に
分
別
を
き
っ
ち
り
と
し

て
出
す
こ
と
が
大
事
と
実
感
。
▼
午
後
、

猪
名
川
上
流
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
国

崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。
運
転

状
況
、
搬
入
時
の
事
故
、
火
災
な
ど
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
動
制
御
さ
れ
、
監
視

カ
メ
ラ
で
厳
し
く
チ
エ
ッ
ク
。
▼
施
設

内
の
雨
水
を
処
理
し
再
利
用
、
ま
た
太

陽
光
発
電
も
行
い
施
設
内
で
利
用
、
ゴ

ミ
焼
却
時
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
電
に

利
用
な
ど
地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
▼

今
後
一
般
市
民
と
し
て
、
ゴ
ミ
の
減
量

や
、
そ
の
他
燃
え
な
い
ゴ
ミ
な
ど
の
分

別
に
、
徹
底
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
東　

中
務
）

長野県　上高地　朝霞の大正池　　　写真と文　田中　積氏（用海校区）

月刊

英
国
人
宣
教
師
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
美
し
さ
を

世
界
に
紹
介
し
た
上
高
地
は

北
ア
ル
プ
ス
を
源
流
と
し
た
梓
川
の

上
流
に
あ
る
絶
景
の
天
然
名
勝
地
で
あ
る

大
正
池
・
田
代
池
・
明
神
池
と
鮮
烈
な

水
を
た
た
え
た
静
寂
な
空
気
が
漂
う

神
秘
的
な
雰
囲
気
は
こ
こ
を
訪
れ
る
人
を

魅
了
し
て
し
ま
う
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※
松
竹
株
式
会
社
か
ら
大
阪
松
竹
座
「
七

　

月
大
歌
舞
伎
」
の
特
別
割
引
チ
ケ
ッ
ト

　

の
ご
案
内
に
つ
い
て

【
議
案
事
項
】

１
．
県
老
連
か
ら
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　
（
救
援
金
）
の
要
請
に
つ
い
て
（
継
続

　

審
議
）
感
謝
の
一
円
特
別
会
計
か
ら

　

5
0
0
万
円
を
拠
出
す
る
こ
と
に
決
す
る

２
．
各
単
老
の
ク
ラ
ブ
名
（
正
式
）
に
つ

　

い
て

　

正
式
な
ク
ラ
ブ
名
を
確
認
す
る
こ
と
に

　

決
す
る

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

・
Ｌ
版
「
い
ぶ
き
」
第
61
号

　

6
月
号　

6
月
下
旬
送
付
予
定

・
月
刊
い
ぶ
き
第
2
0
3
号　

8
・
9
月

　

合
併
号
原
稿
依
頼

　
（
原
稿
締
切
： 

7
月
13
日
㈬
）

〈
文
化
教
養
部
〉

・
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
開
催
状
況

〈
体
育
部
〉

・
第
1
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の

　

成
績
表

・
高
齢
者
の
楽
し
い
体
力
測
定
の
実
施

　
（
6
月
17
日
㈮
）

〈
女
性
部
〉

・
委
員
会
の
開
催
及
び
感
謝
の
一
円
持
ち

寄
り
（
7
月
6
日
㈬
午
前
10
時
）
並
び
に

前
期
健
康
講
座
（
7
月
6
日
㈬
午
後
1
時

30
分
）
に
つ
い
て

　

西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
三
役
会
〉

・
新
任
会
長
・
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

　

開
催
（
6
月
29
日
㈬
午
後
1
時
30
分
か

　

ら
3
時
）

〈
事
務
局
〉

・
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
9
月
）
の
割
当

・
平
成
28
年
度
実
費
弁
償
の
支
払

・
県
老
連
広
報
誌
「
き
ず
な
」
の
送
付
先

　

及
び
配
布
部
数

・
平
成
28
年
度
西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

　

会
役
員
名
簿
の
配
布

・
各
校
区
及
び
単
老
発
行
の
広
報
誌
の
提

　

供
（
依
頼
）

・
平
成
28
年
度
館
外
研
修
と
宍
粟
市
老
連

　

と
の
交
流
会
日
程
（
10
月
12
日
㈬
）

※
次
回
定
例
理
事
会　

7
月
13
日
㈬

　

三
役
会
：
午
前
10
時

　

理
事
会
：
午
後
1
時
30
分

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
：
午
後
3
時
30
分

　

当
連
合
福
寿
会
は
、
６
つ
の
単
老
・

会
員
約
３
３
０
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
会
で
は
、『
い
ぶ
志
銀
』
と
い

う
会
報
を
25
年
間
毎
月
発
行
し
て
お

り
、
本
年
６
月
発
行
の
第
２
９
４
号
で

四
半
世
紀
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
ぶ
志
銀
と
は
「
若
い
時
代
を
経
て

き
た
シ
ル
バ
ー
世
代
は
、
年
輪
の
中
か

ら
染
み
出
る
落
ち
着
き
、
渋
さ
の
よ
う

な
“
い
ぶ
し
銀
”
的
な
も
の
を
備
え
て

い
る
」と
い
う
意
味
か
ら
名
付
け
た
と
、

創
刊
号
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
月

初
に
編
集
会
議
を
開
き
、
翌
月
の
掲
載

記
事
と
執
筆
担
当
を
決
め
、
原
稿
と
写

真
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

会
報
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
会
員
の
動

向
や
連
合
・
単
老
の
旅
行
、
食
事
会
、

イ
ベ
ン
ト
、
文
芸
欄
な
ど
、
日
頃
の
活

動
を
重
点
に
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
毎
月
の
詳
細

な
予
定
表
を
付
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

市
老
連
、連
合
福
寿
会
、単
老
、同
好
会
、

社
協
な
ど
の
関
係
諸
団
体
の
活
動
予
定

と
、連
合
福
寿
会
が
運
営
し
て
い
る「
い

こ
い
の
家
」
の
当
番
予
定
者
を
掲
載
、

会
員
の
方
々
は
記
事
は
勿
論
の
こ
と
、

こ
の
予
定
表
を
早
く
見
た
い
と
月
末
の

発
行
を
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

発
行
は
各
単
老
の
担
当
者
が
「
い
こ

い
の
家
」
に
集
ま
り
、
ワ
イ
ワ
イ
と
に

ぎ
や
か
に
や
っ
て
い
ま
す
。
作
成
は
全

て
自
前
の
パ
ソ
コ
ン
で
行
っ
て
い
る

が
、
最
近
は
便
利
な
編
集
ソ
フ
ト
も
あ

り
、
変
化
に
と
ん
だ
紙
面
作
り
が
で
き

ま
す
。
ま
た
３
年
前
か
ら
は
カ
ラ
ー
化

も
図
り
目
で
見
る
楽
し
み
も
加
わ
り
ま

し
た
。

　

市
老
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の

「
地
域
だ
よ
り
」
に
掲
載
し
て
ま
す
の

で
、
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
老
連
理
事
会 

6
／
8

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

校
区
会
長
便
り　
№
38

四
半
世
紀
続
く
会
報

「
い
ぶ
志
銀
」

　
　
北
六
甲
台
校
区
　
会
長
　
国
田
　
順
三
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ま
ず
地
域
の
自
然
環
境
は
、
近
く
に

満
地
谷
の
池
、
夙
川
公
園
が
あ
り
、
北

に
は
甲
山
、
西
に
は
六
甲
山
や
摩
耶
山

が
あ
り
風
光
明
媚
で
、
生
活
に
潤
い
を

感
じ
る
地
域
で
す
。

　

そ
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
様
々
に

得
意
な
技
能
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
絆
も

強
く
あ
り
地
域
で
の
事
業
に
力
を
大
き

く
発
揮
し
て
、
地
域
の
人
々
に
楽
し
み

や
喜
び
を
感
じ
さ
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
事
柄
と
し
て
は
、
地

域
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
四
季
折
々
の

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
学
校
と
地
域
の
人
々
と
の
共
同

で
水
田
に
イ
ネ
を
植
え
育
て
て
、
稲
穂

を
使
っ
て
手
作
り
の
個
性
豊
か
な
し
め

縄
つ
く
り
の
事
業
を
数
年
来
行
っ
て
い

て
、毎
年
参
加
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
竹
を
使
っ
た
作
品
で
は
、
家
庭

用
品
の
い
ろ
い
ろ
な
ス
プ
ー
ン
・
箸
な

ど
を
作
り
、
夏
に
は
そ
う
め
ん
流
し
の

ス
ロ
ー
プ
な
ど
、
そ
の
他
竹
で
作
れ
る

作
品
を
考
案
し
て
、
地
域
の
人
々
に
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
て
最
近
作
ら
れ
て
い
る
の

が
、
紙
ひ
も
を
使
っ
て
大
き
さ
や
柄
、

織
り
方
を
工
夫
し
た
籠
づ
く
り
に
多
く

の
人
た
ち
が
、
興
味
や
関
心
を
を
持
っ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
を
作
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

健
康
面
で
は
、
い
き
い
き
体
操
を
開

催
し
て
、
約
70
名
の
高
齢
者
が
参
加
し

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
も
の
と
し

て
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ボ
ッ
チ
ャ
大

会
で
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
し
て
、
生

活
に
変
化
と
潤
い
を
持
た
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
我
が
神
原
地
域
は
、
環

境
や
人
々
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

が
、
今
一
つ
気
に
な
る
事
柄
は
、
高

齢
者
が
増
加
は
す
る
が
、
事
業
に
参
加

協
力
、
運
営
に
関
わ
る
人
た
ち
が
減
少

し
て
い
く
こ
と
、
今
後
は
老
若
男
女
が

気
軽
に
集
ま
っ
て
、
交
流
の
輪
の
場
所

を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

春
4
月
、
京
都
府
木
津
川
市
加
茂
町

遠
尾
の
花
の
寺
と
石
仏
を
訪
ね
た
。
心

配
さ
れ
た
前
日
の
雨
も
上
が
り
、
絶
好

の
行
楽
日
和
と
な
っ
た
。
10
時
半
に
は

別
名
「
あ
じ
さ
い
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
岩
船
寺
に
到
着
。
早
速
住
職
に
よ
る

法
話
を
拝
聴
す
る
。

　
「
岩
船
寺
」
は
重
要
文
化
財
で
あ
る

三
重
塔
、
十
三
重
石
塔
、
五
輪
塔
、
石

室
不
動
明
王
立
像
、
木
造
阿
弥
陀
如
来

坐
像
、
厨
子
入
木
造
普
賢
菩
薩
騎
象
像

な
ど
が
、
山
間
の
自
然
の
中
に
あ
り
心

が
洗
わ
れ
る
思
い
が
し
た
。

　

こ
こ
で
二
班
に
別
れ
、
石
仏
め
ぐ
り

班
は
11
時
に
岩
船
寺
を
出
発
。
２
・
６

㎞
の
行
程
を
次
の
食
事
処
を
目
指
し

て
、
新
緑
の
木
漏
れ
日
の
中
を
元
気
に

歩
い
た
。

　

食
事
は
浄
瑠
璃
寺
の
近
く
で
、
地
野

菜
や
減
塩
味
噌
な
ど
を
使
っ
た
精
進
料

理
を
い
た
だ
い
た
。

　

午
後
か
ら
は
浄
瑠
璃
寺
を
参
拝
。
国

宝
で
あ
る
九
体
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
四

天
王
立
像
、
本
堂
、
三
重
塔
な
ど
の
ほ

か
数
多
く
の
重
要
文
化
財
が
あ
り
、
参

加
者
全
員
が
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
た

気
分
に
な
っ
た
。

　

研
修
を
終
え
て
の
帰
り
は
，
道
の
駅

や
お
土
産
屋
さ
ん
に
立
ち
寄
り
、
い
っ

ぱ
い
の
お
土
産
を
買
い
占
め
て
心
豊
か

に
西
宮
に
向
か
っ
た
。

◇
俳
句

香
櫨
園
校
区
　
森
本
　
政
子

人
の
居
ぬ
砂
浜
長
し
朝
曇

網
戸
し
て
一
人
座
す
部
屋
旅
ご
こ
ち

こ
と
ぶ
き
バ
ス
で

花
の
寺
と
石
仏
め
ぐ
り

地
域
の
た
か
ら
も
の

大
社
校
区
　
会
長
　
宮
野
　
　
勲

神
原
校
区

　
　
　
会
長
　
中
村
　
紘
一

浄瑠璃寺・三重塔
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Ｊ
Ｒ
生
瀬
駅
か
ら
す
ぐ
そ
ば
の
坂
を
上

が
る
と
生
瀬
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

正
門
右
手
に
３
０
０
体
余
り
の
お
地
蔵
さ

ん
や
石
碑
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

地
は
明
治
30
年
ご
ろ
か
ら
昭
和
45
年
ま
で

火
葬
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
老
朽
化
に
伴
い
、
取
り
壊
さ
れ
現
在

は
生
瀬
財
産
区
が
、
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

生
瀬
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
は
毎
月
２
回

（
第
２
・
４
日
曜
日
）、
こ
の
お
地
蔵
さ
ん

の
敷
地
の
草
引
き
や
、
落
ち
葉
、
枝
木
の

剪
定
な
ど
の
清
掃
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
掃
除
を
し
な
が
ら
、
何
か
供
養
を

と
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
会
員
さ
ん

か
ら
の
提
案
に
会

長
を
は
じ
め
会
員
の
賛
同
で
、
こ
の
３
月

19
日
春
の
彼
岸
に
合
わ
せ
て
、
生
瀬
ひ
ま

わ
り
ク
ラ
ブ
「
友
愛
の
会
」
の
会
員
11
名

が
手
作
り
の
赤
い
前
掛
け
と
帽
子
を
お
地

蔵
さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
が
一
人
で
も
多
く
お
参
り

く
だ
さ
る
よ
う
、
ま
た
幼
稚
園
に
通
園
す

る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
と
、
願
い
を
込
め
お
祈
り
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
月
１
回
は
、
花
を
供
え
力
を
合

わ
せ
て
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　本格的な夏に入り、気温もどんどん上がっ
てきました。クーラーと扇風機を上手に使っ
て、涼しい暮らしを心がけ水分の補給も忘れ
ずに、熱中症に気を付けましょう。
　梅雨明け間近には雷を伴った豪雨になるこ
とがあります。外出時はご注意を！！！

編 集 後 記

7・8月の行事予定

 7 月6日㈬ 女性部研修会・感謝の一円運動 10：00
  健康講座
　　　　　　　　　　　　「笑って、笑って、もっと健康に」 13：30
 13日㈬ 三役会 10：00
  理事会 13：30
  プロジェクト会議 15：30
 8 月3日㈬ 広報部委員会 13：30
 10日㈬ 三役会 13：30
  理事会（書面） 
  西宮市との定例会議 15：30
 12日㈮ 文化教養部委員会 13：30
 17日㈬ 体育部委員会 13：30

ひ
ろ
げ
よ
う
友
愛
活
動

生
瀬
校
区
　
生
瀬
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

　
西
田
　
和
子

　
　
香
櫨
園
校
区
　
谷
　
　
芳
雄

会
員
作
品
（
絵
）

夙川堤の松の根


